
東
京
医
労
連

大
幅
賃
上
げ
・
増
員
訴
え
で

新
宿
を
包
囲

京
都
医
労
連

各
事
業
所
前
で
宣

伝
行
動
15
ケ
所
・

約
1
8
0
人
決
起

東
京
医
労
連
は
、
6
月
7
日
を

夏
季
一
時
金
回
答
指
定
日
、
翌
8

日
を
「
6
・
8
東
京
医
労
連
夏
闘

統
一
行
動
」
に
設
定
し
ま
し
た
。

8
日
の
行
動
は
、
①
東
京
都
庁
前

ア
ピ
ー
ル
行
動
、
②
新
宿
ア
ル
タ

前
宣
伝
行
動
、
③
新
宿
一
周
デ
モ

行
進
の
3
段
階
を
構
え
、
全
て
の

加
盟
単
組
に
、
「
組
合
旗
・
の
ぼ

り
旗
を
持
参
し
、複
数
で
参
加
を
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

各
単
組
は
7
日
の
回
答
を
う

け
、
8
日
朝
か
ら
複
数
の
組
合
が

ス
ト
ラ
イ
キ
決
行
、
朝
ビ
ラ
配
布

な
ど
の
行
動
に
取
り
組
み
、
午
後

か
ら
の
新
宿
行
動
に
結
集
し
ま
し

た
。東

京
都
庁
前
で
東
京
医
労
連
の

嘉
瀬
秀
治
執
行
委
員
長
は
、
「
昨

日
の
夏
季
統
一
回
答
指
定
日
で
の

前
進
は
な
い
。
ケ
ア
労
働
者
の
賃

金
が
上
が
ら
な
い
理
由
は
国
の
社

会
保
障
政
策
に
あ
る
が
、
自
治
体

に
も
医
療
や
介
護
を
守
る
責
任
が

あ
る
。
一
緒
に
繰
り
返
し
社
会
に

求
め
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
日
本
医
労
連
の
佐
々
木
悦

子
中
央
執
行
委
員
長
は
「
看
護
師

の
離
職
が
止
ま
ら
な
い
。
大
幅
賃

上
げ
・
大
幅
増
員
の
実
現
で
安
全

・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
」
と
連

帯
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。続
い
て
、

参
加
者
が
次
々
に
職
場
の
実
態
を

訴
え
ま
し
た
。

新
宿
ア
ル
タ
前
で
は
、
日
本
医

労
連
の
米
沢
哲
書
記
次
長
の
連
帯

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
参
加
者
が
次

々
と
マ
イ
ク
を
握
り
ま
し
た
。
デ

モ
行
進
で
は
、
東
京
医
労
連
制
作

の
「
全
国
一
律
サ
イ
チ
ン
音
頭
」

を
流
し
な
が
ら
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
で
道
行
く
人
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
各
行
動
に
は
、
18
単
組

か
ら
約
60
人
が
結
集
し
声
を
あ
げ

ま
し
た
。

東
京
医
労
連
は
単
組
同
士
の
相

互
支
援
に
よ
る
、
宣
伝
、
退
勤
時

間
調
査
で
の
声
掛
け
な
ど
粘
り
強

い
取
り
組
み
の
成
果
で
、
仲
間
を

増
や
し
な
が
ら
賑
や
か
に
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

京
都
医
労
連
は
、

6
月
8
日
を
「
23
春

闘
の
第
3
次
統
一
行
動
」
と
設
定

し
、
記
者
会
見
、
加
盟
組
織
で
事

業
所
前
宣
伝
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー

ド
で
の
訴
え
な
ど
（
写
真
上
）
、

多
彩
な
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
し

た
。記

者
発
表
で
は
、
2
0
2
2
年

看
護
労
働
実
態
調
査
、
看
護
師
の

入
退
職
実
態
調
査
、
今
春
闘
の
結

果
報
告
に
加
え
、
現
場
の
看
護
師

の
声
と
し
て
、
「
こ
の
1
年
間
で

退
職
者
は
増
加
。
そ
れ
を
補
え
ず

欠
員
状
態
で
4
月
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
医
療
・
介
護
に
十
分
な
賃
上

げ
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
」

等
を
紹
介
し
ま
し
た
。
報
道
機
関

7
社
が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
加
盟
組
織
15
事
業
所
が

事
業
所
前
で
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
署
名
行
動
に
取
り
組
み
、
約
1

8
0
人
が
決
起
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
、
「
ケ
ア
労
働
者

の
大
幅
賃
上
げ
」
ツ
イ
ッ
タ
ー
デ

モ
を
呼
び
か
け
、
多
く
の
加
盟
組

織
が
リ
ツ
イ
ー
ト
す
る
な
ど
結
集

し
ま
し
た
。
「
＃
こ
の
ま
ま
で
は

終
わ
れ
な
い
」
「
＃
何
と
し
て
も

賃
上
げ
を
」
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
に

は
、
併
せ
て
1
万
を
超
え
る
ツ
イ

ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
福
井
県
医
労
連
で
も
、

「
大
幅
賃
上
げ
」
の
横
断
幕
を
掲

げ
駅
前
宣
伝
行
動
を
行
い
、
家
路

を
急
ぐ
通
行
人
に
訴
え
ま
し
た
。

（
写
真
左
）

日
本
医
労
連
は
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
の
臨
時
改
定
と
２

０
２
４
年
の
報
酬
改
定
に
向
け
て「
ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
求
め
る
行
動
」

を
提
起
し
ま
し
た
。
６
月
７
日
の
回
答
期
限
日
、
６
月
８
日
夏
季
闘
争
行
動
日
に

は
、
加
盟
組
織
で
旺
盛
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲（写真上）3つの行動で
新宿包囲した東京医労連の
仲間たち

▲

（写真右）記者発表で現
場の声と報酬改定を訴える
京都医労連の仲間たち

2
0
2
1
年
発
足

の
デ
ジ
タ
ル
庁
。
シ

ス
テ
ム
を
標
準
化
す

る
こ
と
で
、
各
省
庁

や
地
方
自
治
体
、
行

政
機
関
が
デ
ー
タ
の

や
り
と
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
に
な
る
と
見
込
ん
だ
も
の

の
、
政
府
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
普
及

を
優
先
し
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

一
方
、
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
て

マ
イ
ナ
保
険
証
に
一
本
化
す
る
方

針
で
問
題
が
相
次
ぎ
、
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
申
請
急
増
に
よ
り
、
シ
ス
テ

ム
面
準
備
不
足
が
あ
ら
わ
に
な
っ

た
▼
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
違

い
を
デ
ー
タ
で
例
え
る
と
、
連
続

的
デ
ー
タ
を
扱
う
の
が
ア
ナ
ロ
グ

で
、
段
階
的
デ
ー
タ
を
扱
う
の
が

デ
ジ
タ
ル
▼
デ
ジ
タ
ル
は
デ
ー
タ

を
数
値
化
し
て
記
録
し
た
も
の
で

あ
る
た
め
、
正
確
で
あ
る
・
劣
化

し
に
く
い
・
コ
ピ
ー
劣
化
が
な
い

・
伝
送
劣
化
が
な
い
・
再
現
性
が

高
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

し
か
し
デ
ジ
タ
ル
記
録
情
報
は
な

ん
ら
か
の
原
因
で
再
生
不
能
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、

取
材
な
ど
の
現
場
で
は
、
デ
ー
タ

修
復
可
能
な
媒
体
を
使
用
し
て
い

る
場
合
も
あ
る
。
デ
ー
タ
が
飛
ぶ

可
能
性
は
デ
ジ
タ
ル
の
大
き
な
デ

メ
リ
ッ
ト
▼
ア
ナ
ロ
グ
は
情
報
量

が
多
く
、
表
現
も
豊
か
な
反
面
、

再
現
性
が
乏
し
く
、
コ
ピ
ー
し
に

く
い
・
劣
化
し
や
す
い
の
が
欠
点

だ
が
、
情
報
が
全
て
飛
ぶ
こ
と
は

稀
で
あ
り
、
部
分
的
に
修
復
で
き

る
こ
と
も
多
い
た
め
、
そ
の
確
実

性
が
重
宝
さ
れ
て
い
る
▼
ア
ナ
ロ

グ
と
デ
ジ
タ
ル
は
対
義
的
メ
タ
フ

ァ
ー
と
し
て
、
活
用
方
法
は
増
え

続
け
て
い
る
が
、特
性
の
理
解
と
、

正
し
い
把
握
が
今
後
の
デ
ジ
タ
ル

社
会
に
お
い
て
重
要
な
リ
テ
ラ
シ

ー
と
な
る
。

ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者の大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげを

アクトインサマー in九州アクトイインンサマー iinn九州
来んね！ Re : ACT待っとぉよ in 九州

発２２１号参照発２２１号参照

４年ぶり開催！！４年ぶり開催！！

全
て
の

購読の申しこみは

日本医労連へ
購 読 料 年間１，５００円（送料込）

（組合員の購読料は組合費に含む）
送金口座 中央労金荒川支店（普通預金）１１２３２９６

郵便振替00160-6-84866
ホームページ http ://www. irouren.or. jp/
電子メール n-ask@irouren.or. jp 医療・介護・福祉労働者の生活と権利、国民の命と健康を守る

第１８０５号 2023年6月22日

編集・発行

日本医療労働組合連合会
〒１１０-００１３ 東京都台東区入谷１-９-５
日本医療労働会館3階 TEL０３（３８７５）５８７１
発行 毎月２・４木曜日

（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可

＃このままでは終われない



（2）第1805号（毎月第2・4木曜日発行）医 療 労 働 者（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可2023年6月22日

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

利用者・入所者の健康保険証
の管理について

管理して
いない
管理して
いない

管理している管理している

16.4％16.4％

83.6％83.6％

Ｎ＝1219Ｎ＝1219

グラフ②

保険証廃止についてグラフ①

どちらでも
ない
どちらでも
ない

賛成賛成

反対反対 33.0％33.0％

7.8％7.8％

59.2％59.2％

Ｎ＝1219Ｎ＝1219

利用者・入所者のマイナカードの
管理（暗証番号含む）について

管理できる管理できる

管理できない管理できない

6.0％6.0％

94.0％94.0％

グラフ③

Ｎ＝1219Ｎ＝1219

利用者・入所者のマイナカード
管理ができない理由

家族の同意が
得られない
家族の同意が
得られない 41.0％41.0％

73.5％73.5％

00（％）（％） 1010 2020 3030 4040 5050 6060 7070 8080 9090100100

83.8％83.8％

91.1％91.1％

不正利用、情報漏洩
への懸念

不正利用、情報漏洩
への懸念

カード・暗証番号の
管理が困難

カード・暗証番号の
管理が困難

カード・暗証番号の
紛失時の責任が重い
カード・暗証番号の
紛失時の責任が重い

グラフ④

Ｎ＝1146
（複数回答）
Ｎ＝1146
（複数回答）

岸
田
政
権
は
6
月
2
日
の
参
議

院
本
会
議
で
、
2
0
2
4
年
秋
に

保
険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
を
目
指
す
関

連
法
案
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
、

今
国
会
で
強
行
に
成
立
さ
せ
ま
し

た
。
保
険
証
1
枚
で
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
医
療
が
受
け
ら
れ
る

世
界
に
誇
る「
国
民
皆
保
険
制
度
」

を
一
時
の
政
権
が
壊
す
暴
挙
に
怒

り
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

保
険
証
廃
止
の
何
が
問
題
な
の
か

わ
か
ら
な
い
方
が
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
最
大
の
問
題
は
、
保
険

証
の
廃
止
で
無
保
険
扱
い
が
政
策

的
に
作
り
出
さ
れ
、
国
民
の
受
療

権
を
保
証
す
る
国
の
責
任
が
大
き

く
後
退
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

健
康
保
険
法
で
は
、
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
被
保
険
者
に
対
し

て
国
・
自
治
体
・
保
険
者
が
保
険

証
を
発
行
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。
保
険
証
を
全
国
民
に

届
け
る
こ
と
は
義
務
で
あ
り
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
大
前
提
で
す
。

保
険
証
の
発
行
義
務
か
ら
申
請
主

義
へ
転
換
さ
せ
る
こ
と
自
体
が
大

問
題
な
の
で
す
。

法
的
に
マ
イ
ナ
保
険
証
の
取
得

は
「
任
意
」
で
す
。
申
請
し
な
け

れ
ば
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
政
府
は

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
国
民

に
「
資
格
確
認
書
」
を
発
行
す
る

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。こ
れ
も「
任

意
」
で
申
請
し
な
け
れ
ば
手
に
入

り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
普
段
、
相
手
に
し
て

い
る
患
者
さ
ん
、
障
害
者
の
方
や

要
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
方
を

思
い
浮
か
べ
れ
ば
、
こ
の
申
請
主

義
へ
の
転
換
が
、
も
っ
と
も
医
療

を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
と
っ
て

医
療
を
受
け
る
大
き
な
障
壁
に
な

る
の
か
容
易
に
想
像
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

開
業
医
ら
で
つ
く
る
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
が
4

月
、
介
護
施
設
、
高
齢
者
施
設
等

に
保
険
証
廃
止
の
影
響
調
査
を
行

い
ま
し
た
（
42
都
道
府
県
8
9
8

0
件
送
付
、1
2
1
9
件
回
答
）。

そ
の
内
容
は
、
保
険
証
廃
止
に

「
賛
成
」
7
・
8
％
、
「
反
対
」

59
・
2
％
〈
グ
ラ
フ
①
〉
、
保
険

証
を
管
理
す
る
施
設
83
・
6
％〈
グ

ラ
フ
②
〉
、
保
険
証
廃
止
後
に
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
を「
管
理
で
き
な
い
」

94
％
〈
グ
ラ
フ
③
〉
で
し
た
。
管

理
で
き
な
い
理
由
は
〈
グ
ラ
フ

④
〉
、
「
カ
ー
ド
・
暗
証
番
号
の

紛
失
時
の
責
任
が
重
い
」
91
・
1

％
、
「
カ
ー
ド
・
暗
証
番
号
の
管

理
が
困
難
」
83
・
8
％
、
「
不
正

利
用
・
情
報
漏
洩
の
懸
念
」
73
・

5
％
な
ど
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
証
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
現

場
の
大
混
乱
は
必
至
で
す
。
発
熱

や
転
倒
な
ど
緊
急
受
診
を
必
要
と

す
る
場
合
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

管
理
す
る
家
族
へ
の
確
認
や
連
絡

が
必
要
と
な
る
た
め
、
命
に
か
か

わ
る
事
態
で
す
。

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
の

に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
受
診
ト
ラ

ブ
ル
で「
資
格
無
効
・
該
当
な
し
」

と
さ
れ
、
医
療
費
10
割
負
担
と
な

る
ケ
ー
ス
が
、保
団
連
の
調
査（
6

月
9
日
時
点
）
で
8
9
3
件
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、
政

府
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
書
き
換
え
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
年
齢
情

報
を
基
に
自
己
負
担
分
を
推
定
し

て
支
払
う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
後
期
高
齢
者
は
所

得
に
よ
っ
て
負
担
割
合
が
異
な
り

ま
す
。
間
違
っ
た
場
合
の
請
求
方

法
も
わ
か
ら
ず
、
周
知
も
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

い
ま
、
医
療
機
関
の
多
く
で
マ

イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し

て
、
紙
の
保
険
証
を
確
認
し
対
応

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

で
来
年
秋
に
保
険
証
が
廃
止
さ
れ

れ
ば
大
混
乱
は
必
至
で
す
。
「
保

険
証
廃
止
は
見
直
す
べ
き
」
と
、

全
国
紙
を
は
じ
め
、
マ
ス
コ
ミ
が

一
斉
に
社
説
で
報
じ
て
い
ま
す
。

7
割
の
国
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

政
府
は
こ
の
国
民
の
声
に
耳
を
傾

け
る
べ
き
で
す
。

政
府
の
狙
い
は
医
療
・
社
会
保

障
費
の
抑
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
利
用
範
囲
（
紐
づ
け
情

報
範
囲
）
を
広
げ
、
医
療
や
介
護

の
負
担
増
を
進
め
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
、
金
融
資
産
（
貯
金
な

ど
）
に
応
じ
て
医
療
費
窓
口
負
担

を
変
え
る
と
い
う
負
担
増
計
画
が

あ
り
ま
す
。
金
融
口
座
を
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
紐
づ
け
る
こ
と
で
、
こ

の
よ
う
な
負
担
増
の
議
論
が
一
気

に
進
む
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
将

来
的
に
は
個
人
の
医
療
・
介
護
・

税
金
・
年
金
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
個

人
情
報
が
芋
づ
る
式
に
つ
な
げ
ら

れ
、
個
人
・
家
計
レ
ベ
ル
で
負
担

と
給
付
に
係
る
情
報
が
詳
細
に
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
情
報
を
活
用
し
、
個
人

が
負
担
す
る
税
・
保
険
料
の
範
囲

内
に
給
付
を
抑
え
る
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
民
間
保
険
化
な
ど
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

政
府
の
答
弁
で
は
、
な
ぜ
保
険

証
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
合
理
的
な
説
明
が
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
で
き
な
い
者
を
医
療
か
ら

切
り
捨
て
る
政
策
は
到
底
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
任
意
で
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
普
及
さ
せ
る

た
め
に
保
険
証
を
人
質
に
取
り
、

実
質
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
を
強
制
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

こ
の
秋
、
国
民
の
受
療
権
を
ま

も
り
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

「
保
険
証
廃
止
を
許
さ
な
い
」
た

た
か
い
を
全
国
で
大
き
く
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

保団連調査より

国
民
皆
保
険
制
度
を
壊
す
、保
険
証
廃
止
は
許
さ
な
い

国
民
の
受
療
権
を
ま
も
る
た
た
か
い
を
全
国
で
大
き
く
広
げ
よ
う

国
民
皆
保
険
制
度
を
壊
す
、保
険
証
廃
止
は
許
さ
な
い

国
民
の
受
療
権
を
ま
も
る
た
た
か
い
を
全
国
で
大
き
く
広
げ
よ
う

中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会

事
務
局
長

林

信
悟

中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会

事
務
局
長

林

信
悟

発
行
義
務
か
ら
申
請
主
義
へ

「
無
保
険
」を
作
り
出
す
保
険
証
廃
止

保
険
料
を
払
っ
て
い
て
も
10
割
負
担

マ
イ
ナ
保
険
証
の
相
次
ぐ
ト
ラ
ブ
ル

9
割
が
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
管
理
で
き
な
い

高
齢
者
施
設
等
へ
の
影
響
調
査

こ
の
秋
、全
国
で「
保
険
証
廃
止
を
許
さ

な
い
」
た
た
か
い
を
大
き
く
広
げ
よ
う

国会前座り込みの様子

昨年の秋から取り組んできた署名は
67万6899人分となり、国会や各省庁
に提出しました
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私たちが働く「ひだまり入浴サロン」では、「サロンに来る方々に、
居心地がよく、みんなが笑顔になれる安心・安全な環境をつくろう」と
いう理念を掲げて入浴サービスを提供してきました。
職場では、労働時間が長くならないローテーションを組み、働きやす

い職場づくりを心掛け、有給休暇の完全消化も積極的に取得するように
してきました。しかし、採用された年により賃金面で差があることや、
有給休暇の面で不満が出ていることがわかってきました。そこで、問題

解決のためにみん
なで話し合い、協
力して支えあう組
合が必要だと痛切
に感じ、組合結成
を決意しました。
5月31日に結成

大会を開催し、6
月1日に組合結成
通知を提出しまし
た。

5月22日、岡山県でＧＨ長寿の郷・邑久労働組合の結成大会が開かれ
ました。結成大会では、岡山県労働者学習協会の長久啓太事務局長を講
師に、組合のそもそもや、労働条件の労使対等決定原則、労働三権、不
当労働行為の学習をしました。
職場には、「賃金は最賃近傍で、昇給がない」「時間外労働手当が支

給されない」「一時金は『雀の涙』程度の額」「年休が取得できない」
「施設の運営は職員に丸投げ」などの不満・不安が渦巻いています。職
員有志は、「これらの状
況を放置しておいては、
安全・安心の介護サービ
スの提供に支障を来す」
と、組合の結成を決意。
労働組合には全職員が加
入しました。
6月10日に会社へ労働

組合の結成を通知。団体
交渉の実施を申し入れま
した。

当職場では、賃金・労働条件のルールが極めて不十分になっており、一
時金が個々人で異なり、急な減額になることもあります。その理由を経営
者に問い合わせても、明確な返答がない状況やいきなり予定外の仕事につ
かされることも多々あります。「患者さん・利用者さんに安全・安心の医
療・介護を提供していくために、安心して働きつづけられる職場をつくっ
ていくために、皆が安心して働ける会社という当たり前の事を叶えたい」。
その思いから以前、相談に乗ってもらった富山県労連を訪ねて、医労連の
アドバイスをいただき、労働組合結成を決意しました。
6月5日の結成大会では、要求書の討議を行い、職場の様子を踏まえたう

えで、組合員の抱える不安に対し早急に対応しなくてはならない状況が浮
き彫りになりました。翌6日に経営者へ結成通知と要求書を提出し、組合員
に関わる緊急要請の申し入れも行いました。組合員は結成時の4人から22

人に拡大しています。
双星会には、みなみの
星病院以外にクリニッ
クや老人保健施設等介
護事業所がたくさんあ
ります。はたらきやす
い職場をつくるため、
他の事業所にも声をか
けていきます。

2015年1月に新聞に掲載された熊本赤十字病院の職員700人に対する
残業代2年分未払い報道をきっかけに、翌2月に全日赤本部、熊本県医
労連、熊本県労連、日本医労連が全労連地域総行動の一環として、病院
前宣伝を行ったところ、職員から労働相談が相次いで寄せられました。
相談の中から全日赤個人加盟労組への加入につながり、その後もハラス
メントや残業代のカットなどをめぐって団体交渉を重ねてきました。ま
た、2020年3月には、無期転換をめぐる不当な雇止めを阻止するなど取
り組みを継続してきました。
取り組みの中で個人加盟労組の組合員を増やす一方で、個人加盟労組

では活動が限定的になり、要求実現にも限りがあることから5月23日に
組合員8人で労働組合を結成。6月4日に結成レセプションが開催され
ました。

日
本
医
労
連
・
病
院
給
食
対
策
委

員
会
は
、
6
月
8
日
に
厚
労
省
要
請

を
実
施
。
日
本
医
労
連
か
ら
7
人
が

参
加
し
、
厚
労
省
は
10
人
が
対
応
し

ま
し
た
。
①
入
院
時
食
事
療
養
費
、

②
給
食
部
門
に
お
け
る
不
払
残
業
・

職
場
環
境
改
善
、
③
人
員
配
置
基
準

の
見
直
し
、
④
特
別
食
加
算
の
見
直

し
、
⑤
栄
養
相
談
室
設
置
、
⑥
災
害

時
対
応
改
善
の
6
点
を
求
め
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

入
院
時
食
事
療
養
費
に
つ
い
て
参

加
者
か
ら
は
「
給
食
は
治
療
の
一

環
。
材
料
費
が
高
騰
し
て
い
る
。
賃

金
を
上
げ
な
い
と
人
が
来
な
い
。
治

療
食
を
出
す
こ
と
に
つ
い
て
国
の
方

か
ら
の
補
助
が
必
要
」
と
訴
え
ま
し

た
。

特
別
食
加
算
に
つ
い
て

も
「
嚥
下
食
・
ア
レ
ル
ギ

ー
食
は
命
に
か
か
わ
る
。

事
故
が
起
こ
る
前
に
想
定

し
た
基
準
を
作
ら
な
い
と

い
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
で
は
特
別
加

算
、基
準
が
必
要
に
な
る
」

「
人
員
不
足
で
個
々
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
」
と
現
場
の
実
情
を
伝

え
ま
し
た
。

災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
、
厚
労
省
は
「
財
政
支
援
は
困

難
。
災
害
拠
点
病
院
で
3
日
分
の
備

蓄
を
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
病
院
に
お
い
て
必
要
に
応

じ
て
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

回
答
。
参
加
者
は
、
「
3
日
で
は
絶

対
に
足
り
な
い
。
病
院
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
近
隣
の
住
民
は
最
後
の

砦
に
な
る
病
院
を
め
が
け
て
避
難
す

る
」
と
現
場
の
懸
念
を
含
め
訴
え
ま

し
た
。

最
後
に
、
「
食
事
療
養
費
の
見
直

し
を
し
て
も
ら
わ
な
い
と
立
ち
い
か

な
く
な
る
。
我
々
は
治
療
食
と
し
て

提
供
を
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
3
年

半
を
経
験
し
て
、
食
事
の
楽
し
み
が

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
大
切

か
を
痛
感
し
た
。
面
会
が
で
き
な
い

状
況
下
で
の
食
事
の
提
供
の
大
切
さ

は
、
ま
さ
に
治
療
の
一
環
で
あ
る
。

目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
改
善

を
求
め
ま
し
た
。

5
月
24
日
、
日
本
医
労
連
・
福

祉
部
会
は
、
障
害
者
福
祉
・
児
童

福
祉
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
全
国
を
つ
な

ぎ
省
庁
要
請
を
実
施
。
福
祉
部
会

か
ら
は
運
営
委
員
な
ど
12
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、

こ
ど
も
家
庭
庁
が
創
設
さ
れ
、
乳

児
院
・
障
害
児
等
に
関
わ
る
制
度

の
管
轄
が
厚
労
省
か
ら
移
管
さ
れ

た
関
係
で
、
厚
労
省
、
こ
ど
も
家

庭
庁
の
両
者
に
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
要
請
で
は
、
福
祉
労
働
者
の

処
遇
改
善
・
人
材
確
保
に
つ
い

て
、
厚
労
省
は
「
処
遇
改
善
を
は

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
人
材
確
保

の
厳
し
さ
は
認
識
し
て
い
る
。
介

護
で
は
離
職
者
を
把
握
し
職
場
復

帰
促
進
を
行
っ
て
い
る
」
と
回
答

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
寺
田

雄
中
央
執
行
委
員
（
福
祉
部
会
責

任
者
）
は
、
具
体
的
な
人
材
確
保

の
対
策
が
自
治
体
任
せ
に
な
っ
て

い
る
実
態
か
ら
、
「
人
材
確
保
対

策
を
自
治
体
任
せ
に
せ
ず
、
国
が

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
て
対
応
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
離
職
者
を
呼

び
戻
す
こ
と
だ
け
の
視
点
で
は
な

く
、
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
の
観

点
か
ら
離
職
防
止
の
取
り
組
み

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
人
員

配
置
に
つ
い
て
要
請
団
か
ら
、
ひ

と
り
夜
勤
問
題
や
、
人
員
不
足
で

い
く
つ
も
の
事
業
所
、
業
務
を
兼

任
し
て
い
る
実
態
が
告
発
さ
れ
、

「
早
急
な
改
善
を
」
と
強
く
訴
え

ま
し
た
。

集
約
し
た
「
児
童
・
障
害
福
祉

施
設
の
人
員
配
置
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
団
体
署
名
」
2
7
3
団
体

分
は
要
請
後
に
、
厚
労
省
大
臣
官

房
総
務
課
に
送
付
し
ま
し
た
。

要請書を渡す鮫島彰対策委員

病院給食対策委員会 厚労省要請病院給食対策委員会 厚労省要請

病院給食は治療の一環

ＧＨ長寿の郷 邑久労働組合

熊本赤十字病院労働組合

岡山県医労連

全日赤

福
祉
部
会
厚
労
省
・
こ
ど
も
家
庭
庁
要
請

福
祉
部
会
厚
労
省
・
こ
ど
も
家
庭
庁
要
請

ひだまり労働組合

「
人
材
確
保
」早
急
に
改
善
を

双星会労働組合

三重県医労連

富山県医労連
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憲法・平和対策委員会では、世界大会期間中に参加者
による「医労連参加者の交流の夕べ」（産別交流会）を
行います。
【日程・プログラム】
8月7日（月）15：00～17：30 開会総会

（長崎市民会館体育館・文化ホール）
8月8日（火）9：30～分科会、動く分科会他

（長崎市内 各会）
17：00～20：30 日本医労連産別交流会※
（長崎サンプリエール「4階シェーヌ」）

8月9日（水）10：30～13：00 閉会総会
（長崎市民会館体育館・文化ホール）

【参加、宿泊等の申込み・登録について】
一連の諸行事・企画への参加申込み・登録やホテ
ル等の予約は、各都道府県原水協へお願いします。
加盟組織・単組支部の参加状況は、加盟組織・単組
支部の参加「集約・報告書」にてお知らせくださ
い。

【日本医労連産別交流会】※別途申込・参加費6，000円要
17：00 受付開始
17：20 開会

学習会『被爆の実相を学ぶ』（仮題）
講師・増川 雅一さん

（長崎原爆被災者協議会講師）
18：30 夕食交流会
20：30 終了
7月21日（金）までに「産別交流会参加申込書」を
送信してください。

【詳細】日本医労連発第227号

日
本
医
労
連
青
年
協
議
会
は
「
青
年
学
習
交
流
集
会
」
を
東
京

・
浅
草
橋
を
メ
イ
ン
会
場
に
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
し
、
３
全

国
組
合
１４
県
医
労
連
か
ら
３１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
企
画
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法

連
合
会
・
神
谷
悠
一
事
務
局
長
か

ら
「
差
別
は
思
い
や
り
で
は
解
決

し
な
い
〜
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
か
ら
考
え
る
〜
」
と
題
し
た

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
神
谷
さ
ん

は
、
性
差
に
お
け
る
無
意
識
の
偏

見
は
差
別
を
生
み
「
差
別
は
個
人

の
態
度
や
思
い
や
り
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
社
会

的
な
構
造
や
制
度
的
な
偏
り
が
差

別
を
助
長
し
て
い
る
場
合
、
思
い

や
り
だ
け
で
は
根
本
的
な
解
決
に

は
至
ら
な
い
。
構
造
的
な
問
題
を

解
消
す
る
た
め
に
は
、
法
律
や
政

策
の
改
革
、
教
育
の
普
及
な
ど
が

必
要
」
と
語
り
ま
し
た
。
参
加
者

ら
は
、
「
難
し
い
内
容
だ
っ
た
が

考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
方
の
苦
労
や
生
き
づ
ら
さ
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
な
ど
の

感
想
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

1
日
目
終
了
後
、
最
低
賃
金
月

額
で
1
カ
月
間
生
活
を
す
る
最
低

賃
金
生
活
体
験
の「
中
間
報
告
会
」

を
行
い
、
3
全
国
組
合
9
県
医
労

連
17
人
が
感
想
交
流
を
行
い
ま
し

た
。2

日
目
は
、
1
カ
月
あ
た
り
の

生
計
費
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
テ

ー
マ
に
し
た
、
最
低
賃
金
に
つ
い

て
の
ミ
ニ
学
習
と
分
散
交
流
で
し

た
。
分
散
交
流
で
は
「
今
の
生
活

水
準
と
最
低
賃
金
月
額
を
比
べ
る

と
、
趣
味
や
余
暇
の
過
ご
し
方
な

ど
自
分
ら
し
さ
を
削
ら
な
い
と
生

活
で
き
な
い
の
が
最
低
賃
金
」
と

い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
間

格
差
の
是
正
や
最
低
賃
金
引
き
上

げ
に
向
け
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

「
地
元
de
平
和
ツ
ア
ー
」

は
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た

平
和
ツ
ア
ー
が
コ
ロ
ナ
禍
で

行
え
な
い
状
況
に
な
り
、「
そ

れ
で
も
憲
法
と
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
は
自
粛
し
た

く
な
い
」
と
い
う
思
い
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
も
併
用
し
な
が

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

第
1
回
目
は
2
0
2
1
年

に
広
島
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
被
爆
者
の
方
か
ら
原

爆
投
下
時
の
様
子
だ
け
で
な

く
、
戦
時
中
の
日
常

や
戦
争
へ
と
進
む
政

府
の
動
き
や
国
風
な

ど
、
多
角
的
な
視
点

で
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

第
2
回
目
は
岡
山

と
島
根
で
開
催
し
、

岡
山
空
襲
の
体
験
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
動
画
で
紹

介
し
た
り
、
朗
読
劇
で
広
島

疎
開
中
に
味
わ
っ
た
苦
悩
を

聞
き
取
り
ま
し
た
。

第
3
回
目
で
は
山
口
の
岩

国
基
地
の
概
要
と
現
状
を
学

び
、
第
4
回
目
は
鳥
取
で
か

た
り
べ
の
方
か
ら
戦
争
当
時

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

第
5
回
目
と
な
る
愛
知
で

は
小
牧
基
地
・
岐
阜
基
地
を

訪
れ
、
基
地
が
あ
る
こ
と
に

よ
る
周
辺
地
域
へ
の
騒
音
・

環
境
汚
染
問
題
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

掩
体
壕
（
え
ん
た
い
ご
う
：

航
空
機
を
保
管
し
て
お
く
大

き
な
横
穴
の
施
設
）
が
あ

り
、
そ
の
中
に
入
る
と
い
う

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
東
南
海
地
震
の
追
悼

記
念
碑
と
三
菱
重
工
大
江
工

場
の
殉
職
碑
を
視
察
し
、
手

を
合
わ
せ
ま
し
た
。

朗読劇スライド

日
本
医
労
連
第
73
回
定

期
大
会
（
7
月
18
日
〜
20

日
）
に
伴
い
、
給
付
請
求

受
付
と
大
会
中
の
電
話
対

応
、
火
災
事
故
・
自
動
車

事
故
連
絡
先
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
給
付
請
求
締
切

7
月
31
日
給
付
分
に
つ

い
て
は
、
7
月
11
日
ま
で

の
郵
便
到
着
分
ま
で
と
し

ま
す
。
（
慶
弔
含
む
）

◆
電
話
対
応
に
つ
い
て

定
期
大
会
開
催
中
の
7

月
18
日
〜
20
日
に
つ
い
て

は
留
守
番
電
話
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

◆
火
災
事
故
の
受
付

火
災
事
故
は
、
通
常
の

時
間
外
・
休
日
と
同
様
、

0
3
（
3
3
6
6
）
7
9

0
8
（
住
宅
災
害
損
害
査

定
セ
ン
タ
ー
）
で
対
応
し

ま
す
。
通
常
の
問
い
合
わ

せ
に
は
お
応
え
で
き
ま
せ

ん
。

◆
自
動
車
事
故
の
受
付

自
動
車
共
済
事
故
に
つ

い
て
は
、
各
地
域
の
自
動

車
共
済
協
同
組
合
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎北海道 0120―252―924
◎東 北 0120―246―250
◎関 東 0120―898―819
◎中 部 0120―365―625
◎西日本 0120―242―365 中に入れる掩体壕として

貴重な施設

国
の
仕
組
み
や
決
ま
り
を

少
し
ず
つ
変
え
て
、
戦
争

で
き
る
国
に
な
り
ま
す

「
そ
の
間
に
は
た
と
え
ば

こ
ん
な
こ
と
（
①
〜
⑦
）
が

起
こ
り
ま
す
」
と
し
て
20
年

ほ
ど
前
に
発
刊
さ
れ
て
い
た

「
戦
争
の
作
り
方
」
が
、
つ

い
に
完
成
の
一
歩
手
前
ま
で

来
て
し
ま
っ
て
い
る
。

①
「
私
た
ち
の
国
を
守
る

だ
け
だ
っ
た
自
衛
隊
が
、
武

器
を
持
っ
て
、
よ
そ
の
国
に

出
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」
↓
15
年
に
安
保
関
連
法

が
成
立
し
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
と
海
外
派
兵
を
可
能
に

し
た
。
②
「
攻
め
ら
れ
そ
う

だ
と
思
っ
た
ら
、
先
に
こ
っ

ち
か
ら
攻
め
る
、
と
も
言
う

よ
う
に
な
り
ま
す
」
↓
22
年

に
岸
田
内
閣
は
閣
議
決
定
の

み
で
「
安
全
保
障
3
文
書
」

を
改
訂
し
、
実
際
に
攻
撃
さ

れ
て
い
な
く
て
も
敵
基
地
を

先
制
攻
撃
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
③
「
政
府
が
、
戦
争
す

る
と
か
、
戦
争
す
る
か
も
し

れ
な
い
と
決
め
る
と
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
や
新
聞
は
、
政

府
が
発
表
し
た
と
お
り
の
こ

と
を
言
う
よ
う
に
な
り
ま

す
」
↓
緊
急
事
態
条
項
が
あ

れ
ば
報
道
統
制
も
可
能
に
な

る
。
実
際
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
特
別
措
置
法
改
正

案
の
国
会
審
議
時
の
政
府
答

弁
で
は
、
「
法
律
の
枠
組
み

と
し
て
は
民
放
を
指
定
し
て

『
い
ま
、
こ
の
情
報
を
流
し

て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
』
と

い
う
こ
と
で
指
示
を
出
す
。

そ
し
て
放
送
内
容
に
つ
い
て

変
更
、
差
し
替
え
を
し
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
は
本
来
の

趣
旨
に
合
う
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
は
あ
り
得
る
も
の
だ
」

と
し
て
い
る
。
④
「
町
の
あ

ち
こ
ち
に
カ
メ
ラ
が
付
け
ら

れ
ま
す
。お
ま
わ
り
さ
ん
は
、

い
い
国
民
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
人
を
捕
ま
え
ま
す
」

↓
17
年
改
正
組
織
的
犯
罪
処

罰
法
（
共
謀
罪
法
）
成
立
に

よ
り
、
警
察
な
ど
の
判
断
で

幅
広
い
市
民
運
動
や
労
働
運

動
な
ど
が
監
視
・
弾
圧
の
対

象
に
な
り
、
実
際
に
犯
罪
行

為
を
行
わ
な
く
て
も
相
談
し

た
こ
と
を
罪
に
問
う
と
い
う

危
険
性
が
広
が
っ
た
。⑤「
戦

争
が
起
こ
っ
た
り
、
起
こ
り

そ
う
な
と
き
は
、
お
店
の
品

物
や
、
あ
な
た
の
家
や
土
地

を
、軍
隊
が
自
由
に
使
え
る
、

と
い
う
決
ま
り
を
作
り
ま

す
」
「
い
ろ
ん
な
人
（
パ
イ

ロ
ッ
ト
、
医
師
、
看
護
師
な

ど
）
が
軍
隊
の
仕
事
を
手
伝

う
、
と
い
う
決
ま
り
も
」
↓

03
、
04
年
の
有
事
法
制
成
立

に
よ
り
、
防
衛
大
臣
が
攻
撃

を
予
想
し
た
だ
け
で
土
地
や

人
、
物
の
強
制
収
用
が
可
能

と
な
り
、
戦
時
体
制
へ
の
官

民
の
動
員
も
で
き
、
多
く
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
や
民
間
企
業

が
自
衛
隊
や
米
軍
優
先
と
さ

れ
て
接
収
さ
れ
る
。
⑥
「
戦

争
に
は
お
金
が
た
く
さ
ん
か

か
り
ま
す
。
そ
こ
で
政
府
は

税
金
を
増
や
し
た
り
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
使
う

は
ず
の
お
金
を
減
ら
し
た
り

し
て
お
金
を
集
め
ま
す
」
↓

23
年
通
常
国
会
で
は
、
国
立

病
院
機
構
や
地
域
医
療
機
能

推
進
機
構
の
積
立
金
強
制
返

納
を
は
じ
め
、
5
年
間
で
43

兆
円
も
の
巨
額
を
軍
事
費
に

つ
ぎ
込
む
防
衛
費
財
源
確
保

特
別
措
置
法
案
（
軍
拡
財
源

確
保
法
案
）
が
強
行
成
立
さ

れ
た
。
⑦「
戦
争
の
こ
と
は
、

ほ
ん
の
何
人
か
の
政
府
の
人

た
ち
で
決
め
て
い
い
、
と
い

う
決
ま
り
を
作
り
ま
す
」

「
『
私
た
ち
の
国
は
戦
争
に

参
加
で
き
る
』
と
、
憲
法
を

書
き
換
え
ま
す
」
↓
自
民
・

公
明
・
維
新
な
ど
が
主
張
す

る
改
憲
案
は
、
憲
法
9
条
を

書
き
換
え
て
軍
隊
を
持
つ
こ

と
を
明
記
し
、
「
緊
急
事
態

条
項
」
を
創
設
し
て
、
戦
争

・
恐
慌
・
大
規
模
な
災
害
と

い
っ
た
緊
急
事
態
に
は
、
政

府
に
平
時
の
憲
法
の
枠
組
み

を
超
え
る
権
限
（
国
家
緊
急

権
）
を
付
与
し
、
国
会
へ
も

事
後
報
告
で
よ
く
な
る
。

す
で
に
憲
法
改
正
を
残
し
、

戦
争
準
備
が
整
っ
て
い
る

「
さ
あ
、
こ
れ
で
私
た
ち

の
国
は
、
戦
争
で
き
る
国
に

な
り
ま
し
た
」
「
人
の
い
の

ち
が
世
の
中
で
一
番
大
切
だ

と
、
今
ま
で
教
わ
っ
て
き
た

の
は
、
間
違
い
に
な
り
ま
し

た
。
一
番
大
切
な
の
は
、
国

に
な
っ
た
の
で
す
」

永
遠
の
戦
後
を
守
り
抜
こ
う

「
も
し
あ
な
た
が
『
そ
ん

な
の
は
嫌
だ
』と
思
っ
た
ら
、

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
『
た

い
へ
ん
だ
よ
、
な
ん
と
か
し

よ
う
よ
』
と
言
っ
て
く
だ
さ

い
」
「
私
た
ち
は
未
来
を
作

り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

戦
争
し
な
い
方
法
を
選
び
取

る
こ
と
も
」
。

森
田
進

想いをつなぐ地元 de平和ツアー

核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
の
た
め
に

核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
の
た
め
に

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
２
０
２
３
in
長
崎

「戦争の作り方」に歯止めをかける意志を広げよう

定期大会中の対応について

学び語り合う青年たち学び語り合う青年たち
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